
■支援の背景
北海道科学大学では、セラミックスに銅およびステンレスをろう付け接合する技術の研究を

行っています。新たな形状のろう材を用いた接合では、接合処理の温度によって強度に差が生じ
ることが明らかになっています。そこで、処理温度と接合状態の関係を非破壊で調査するため、
当場が保有するX線CT装置を使用して、接合部の断面形状を測定する方法や接合界面の欠陥や剥
離を分析する方法について支援しました。

■支援の要点
１．X線CT装置による金属－セラミックス接合体の測定条件の検討
２．CTスキャン後の透過画像から3Dデータを作製するデータ処理方法
３．3Dデータから接合部の形状や接合界面の欠陥や剥離を評価するデータ解析方法
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■支援の要点 
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■支援の成果 

１．X 線 CT 装置で金属－セラミックス接合体の接合界面の状態を評価する測定条件を明らかにしま
した。

２．X線 CT装置から得た透過画像のデータ処理を行い、接合体やろう材形状の 3Dデータを作製
する技術を支援しました。 

３．CTスキャンによる 3Dデータから、接合体の内部構造や欠陥を非破壊で観察し、接合条件による
ろう付け部の内部欠陥やのど厚の違いについて知見が得られました。 
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■支援の成果
１．X線CT装置で金属－セラミックス接合体の接合界面の状態を評価する測定条件を明らかにし

ました。
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■支援の背景
相談のあった企業が道内で施工したステンレス鋼配管に、使用開始後２年数か月程度で漏水が起

きました。地下水を汲み上げ、塩素で殺菌した後、ボイラーで加熱し、温水として供給している配
管でした。漏水部は小さな穴が貫通していましたが、その位置はランダムで、溶接熱影響部等では
ありませんでした。同社から相談があり、この腐食原因調査について技術支援を行いました。

■支援の要点
１．貫通部断面の組織観察
２．特異な腐食の原因の推定
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起きました。地下水を汲み上げ、塩素で殺菌した後、ボイラーで加熱し、温水として供給してい

る配管でした。漏水部は小さな穴が貫通していましたが、その位置はランダムで、溶接熱影響部

等ではありませんでした。同社から相談があり、この腐食原因調査について技術支援を行いまし
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■支援の要点 

１．貫通部断面の組織観察 

２．特異な腐食の原因の推定  

■支援の成果 

１．断面観察から、内部にアリの巣のような独特な腐食痕が観察されました。ステンレス鋼の腐食と

しては孔食やすき間腐食がよく知られていますが、これらとは違う腐食現象です。なお流体の塩化

物イオン濃度は 20ppm以下で、孔食が起きる環境ではありませんでした。 

２．地下水を使用していること及び腐食痕の形態から、微生物腐食の可能性が高いと考えられま 

す。施工時の通水試験時等に、原因となる微生物が付着して徐々に繁殖した可能性が考えられ 

ます。  

※本技術支援で使用した高速切断機は、JKA補助事業により整備されました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 配管腐食部断面組織 図 配管腐食部断面組織

上）管断面組織写真その①
（未研磨・ノーエッチング）

上）管断面組織写真その②
（鏡面研磨・エッチング有）

左）管断面組織写真その③
（鏡面研磨・ノーエッチング

その②と同じ断面）

■支援の成果
１．断面観察から、内部にアリの巣のような独特な腐食痕が観察されました。ステンレス鋼の腐

食としては孔食やすき間腐食がよく知られていますが、これらとは違う腐食現象です。なお流
体の塩化物イオン濃度は20ppm以下で、孔食が起きる環境ではありませんでした。

２．地下水を使用していることおよび腐食痕の形態から、微生物腐食の可能性が高いと考えられ
ます。施工時の通水試験時等に、原因となる微生物が付着して徐々に繁殖した可能性が考えら
れます。

※本技術支援で使用した試料高速切断機は、JKA補助事業により整備されました。
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